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問一 
(１)2004年と同じ 
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問二 
プリント P24参照。答えは 

(１)0.346  (２)0.183  (３)0.096  (４)3/5 
問三 

(１) が独立かつ同一分布に従い、その期待値がμ、分散が のとき、nが大き

ければ、 の平均は期待値μ、分散

nXX ,,1 L
2σ

nXX ,,1 L n

2σ
の正規分布に従う。 

(２)  の平均は、期待値ｐ分散nXX ,,1 L
( )

n
pp −1
の正規分布に従う。 

(３)感染率を pとおき、 1.0:,1.0: 10 ≠= pHpH 　 とする。 

  ( ) ( )
⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ −

n
pppNXpBiX i

1,~,1~ だから    
( ) npp

pXZ
−
−

=
1

 

  14.0,400,1.0 === Xnp 　　　 を代入すると 67.2
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  有意水準 0.05とすると 96.12 =αZ 。 2αZZ > だから は棄却される。 0H

  よって有意水準 0.05のとき感染率は変わっているといえる。 
 
問四 

(1) X はμの不偏推定量だから。 
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問五 
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(３)両者の間には正の相関が見られる。 
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問六 
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(２)父の身長と子の身長の間には正の相関関係がある。 

(３)決定係数 671.0
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